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Come and visit our other full-service locations!
www.myhighwayinn.com

Waipahu Shopping Village 
94-226 Leokū Street 
Waipahu, Hawai‘i 96797

SALT at Our Kaka‘ako 
680 Ala Moana Blvd., #105 
Honolulu, Hawai‘i 96813

Bishop Museum 
1525 Bernice Street 
Honolulu, Hawai‘i 96817

Mahalo to Arnold Hiura, author of Kau Kau: Cuisine and Culture in the Hawaiian Islands 
(Watermark Publishing, 2009.) and Martha Cheng, author of “The Hawaiian Plate Explained”  
in Honolulu Magazine, November 2012, for their facts and figures. Used with permission.

1778年以前
ポリネシア人が到来、ハワイアンの食材となる基礎 
を持ち込む。Kalo (タロイモ)、‘uala (サツマイモ),  
niu (椰子)、‘ulu (パンの実)、pia (でんぷん),  
uhi (ヤム)、mai‘a (バナナ)、kukui (キャンドル・ナッツ)、 
kō (さとうきび)、kī (ti)、pua‘a (豚)、とmoa (鶏)。

1778
キャプテン・ジェームズ・クックがヤギ、メロン、 
かぼちゃ、たまねぎをもたらす。

1778～1800年初頭
捕鯨船、商人たちが到来し始め、塩漬けにした 
魚を持ち込み、ロミ・サーモンが作られる。

1792
イギリス海軍仕官、キャプテン・ジョージ・ 
バンクーバーが島に家畜をもたらし、後に 
paniolo (カウボーイ) と呼ばれる文化と pipi  
kaula (ビーフ・ジャーキー) を作り出す。

1794
スペイン人探検家、ドン・フランシスコ・デ・パウラ・ 
マリンがホノルルに到来、オレンジ、キャベツ、 
ジャガイモ、桃、タバコ、レモン、トマト、アスパラガス、
コーヒー、パイナップル栽培で知られる。

1850
主従法発令により他国から労働者を移入すること 
が可能となる。カリフォルニアのゴールド・ラッシュ 
がハワイ産砂糖の要求を高め、外国人労働者の 
流入が始まる。

1852
中国人契約労働者がサトウキビ畑で働くため、 
ハワイへ導入される。彼らが米、醤油、豆腐を 
もたらし、チキン・ロング・ライスの材料となる。

1861
アメリカ南北戦争がハワイ産砂糖の需要を 
高める。

1868
日本人契約労働者が到来し始める。(沖縄からの 
移民は1900年から到着) 米、醤油、新たな調理法が
紹介される。

1878
最初のポルトガル人が到来、プランテーション 
における不可欠な存在となる。彼らはスイート・ 
ブレッド、マラサダ、ポルトガル・ビーン・スープ 
をもたらす。

1900
最初のプエルトリコ人が到来。ヤム、豆、トマト、 
ニンニク、オリーブ・オイルをもたらす。

1900 — 1901
ジェームズ・ドラモンド・ドールが最初の 
パイナップル・プランテーションを設立、ワヒアワ 
に最初の缶詰工場を建設。これが Hawaiian 
Pineapple Company の始まりであり、後に  
Dole Food Company となる。

1903
韓国人がプランテーション労働者として到来。 
彼らは米、野菜、ゴマ油、焼肉、キムチをもたらす。

1906
フィリピン人が到来。他の国籍者たちと同じように、
最初のフィリピン人労働者はあまり調理をしない 
独身者であったため、影響は限られていた。時代と
共に、フィリピン料理に使われる酢や魚醤が用い 
られるようになる。

現在
ハワイアン農家が引き続き世界で最も優れた 
食材の数々を生産しているにも関わらず、およそ
85-90%のハワイの食べ物が輸入されています。 
しかし Highway Inn では現地生産の食材を使い
ハワイの本場の味をお客様にお届けすることに 
努めています。

ハワイにおける食の歴史 創業から現在まで HIGHWAY INN の主なできごと
1947
ナンシーとセイイチ・トグチ夫妻がワイパフのファーリントン・ハイウェイ沿いに 
初代 Highway Inn レストランを開店。レストランはすぐに好評を呼ぶ。

1960
初代レストランは Depot Road に移転してワイパフサトウキビ工場の従業員に食事
を提供する。

1984
レストランは Leokū Street に再び移転して引き続きワイパフと西部地域の人々に 
食事を提供する。

2013
Highway Inn は2号店をホノルルの Kaka‘ako に開店、またカメハメハ・スクール・ 
ビショップ財団によるプロジェクトに参加し事業拡張。

2015
Highway Inn は3号店を歴史的なビショップ・ミュージアムに開店。同ミュージアム 
は1889 年にチャールズ・リード・ビショップが妻でありカメハメハ王朝の子孫である
バニース・パウアヒ・ビショップ 王女に敬意を込めて創立された。

Detail of photo by Frank Davey, ca. 1900;  
Bishop Museum Archives.

Castle & Cooke Properties, Inc.

Photo courtesy of Acme Newspictures, Inc.  
and the Hawai‘i State Archives, ca. 1941.

A  Poi | タロイモをすりつぶしたもの

B  Laulau | 豚肉と白身魚をタロの葉で包み 
蒸し焼きにしたもの

C  Lomi Salmon | 角切りトマト、タマネギ、塩漬
けの鮭をあえたもの

D  Haupia | ココナツ・ミルクの プリン

E  Pipi kaula | 塩漬けして乾燥されたビーフ

F  Kālua Pig | オーブンで調理された豚肉 
の燻製

ハワイアンフード用語解説


